
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

江え

戸ど

人
ひと

々
びと

の暮
く

らし❶
平
へい

和
わ

な世
よ

が続
つづ

いた江
え

戸
ど

の町
まち

では、貨
か

幣
へい

経
けい

済
ざい

が発
はっ

展
てん

し、
お金

かね

でいろいろなものが買
か

えるようになった。
暮
く

らしは豊
ゆた

かになり、江
え

戸
ど

独
どく

特
とく

の生
せい

活
かつ

を楽
たの

しんだ。

＜着
き

る、食
た

べる、住
す

む＞
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

のはじめのころ、江
え

戸
ど

では、それまで日
に

本
ほん

の中
ちゅう

心
しん

だっ
た上

かみ

方
がた

（関
かん

西
さい

）をお手
て

本
ほん

に暮
く

らしていた。しかし、生
せい

活
かつ

にゆとり
ができた町

ちょう

人
にん

たちは、「江
え

戸
ど

っ子
こ

」であることに誇
ほこ

りをもち、江
え

戸
ど

独
どく

自
じ

の生
せい

活
かつ

文
ぶん

化
か

と流
りゅう

行
こう

をつくっていった。

一
いっ
見
けん
地
じ
味
み
なのが、

江
え
戸
ど
のおしゃれの基

き
本
ほん
さ。

帯
おび
やかんざしには

お金
かね
をかけてます。

中
ちゅう
央
おう
区
く
といえば、

佃
つくだ
島
じま
の佃

つくだ
煮
に
だよ。

ウナギのかば焼
や

き
道
みち

ばたでウナギをさば
いてかば焼

や

きに。客
きゃく

は
その場

ば

で食
た

べたり、持
も

ち帰
かえ

ったりした。

にぎりずし
魚
さかな

も酢
す

飯
めし

も新
しん

鮮
せん

で、
目
め

の前
まえ

で出
だ

されるの
で、江

え

戸
ど

っ子
こ

に人
にん

気
き

だった。（→p.207）
佃
つくだ

煮
に

売
う

り
佃
つくだ

島
じま

でつくった佃
つくだ

煮
に

（→p.217）を、
通
とお

りで売
う

った。

二
に

八
はち

そば屋
や

「二
に

八
はち

」の名
な

は、そ
ば1ぱいの値

ね

段
だん

が
16文

もん

だから、かけ
算
ざん

の「2×8が16」
の語

ご

呂
ろ

合
あ

わせでつ
いたといわれるが
確
たし

かではない。

裏
うら

長
なが

屋
や

のもけい
長
なが

屋
や

は表
おもて

通
どお

りから路
ろ

地
じ

を入
はい

り、路
ろ

地
じ

をはさんだ両
りょう

側
がわ

にあった。

屋
や

台
たい

の食
た

べものの値
ね

段
だん

1階
かい

も2階
かい

も部
へ

屋
や

は１つずつで
6～8畳

じょう

が多
おお

かった。階
かい

段
だん

か、
はしごで2階

かい

に上
あ

がった。

2階
かい

建
だ

て長
なが

屋
や

の断
だん

面
めん

図
ず

裏
うら

長
なが

屋
や

での生
せい

活
かつ

水
みず

は共
きょう

同
どう

の井
い

戸
ど

（水
すい

道
どう

）
を使

つか

い、ごみ捨
す

て場
ば

も
トイレも共

きょう

同
どう

だった。
しにょう（排

はい

せつ物
ぶつ

）は、
農
のう

家
か

の人
ひと

が買
か

って肥
ひ

料
りょう

にしていた（→p.21）。

木
こ

挽
びき

町
ちょう

（現
げん

・銀
ぎん

座
ざ

）の裏
うら

長
なが

屋
や

の配
はい

置
ち

図
ず

裏
うら

長
なが

屋
や

は1軒
けん

が3～5坪
つぼ

とせまかったが、これがふ
つうだった。すべて借

しゃく

家
や

で「大
おお

家
や

」が管
かん

理
り

していた。
　　 3坪

つぼ

　　　5坪
つぼ

　　 店
みせ

てんぷら
江
え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

以
い

降
こう

に町
ちょう

人
にん

たちに広
ひろ

まった。屋
や

台
たい

で
は、値

ね

段
だん

の安
やす

い野
や

菜
さい

のてんぷらが多
おお

かった。

はんじょうした髪
かみ

結
ゆ

い
髪
かみ

型
がた

を整
ととの

える髪
かみ

結
ゆ

いの店
みせ

は、朝
あさ

早
はや

くか
ら夜

よる

まで営
えい

業
ぎょう

していた。客
きゃく

は将
しょう

棋
ぎ

やう
わさ話

ばなし

をしながら順
じゅん

番
ばん

を待
ま

った。江
え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

には、女
じょ

性
せい

の髪
かみ

結
ゆ

いが登
とう

場
じょう

する。
腕
うで

のいい女
おんな

髪
かみ

結
ゆ

いは大
だい

人
にん

気
き

だった。

 「いき」とは江
え

戸
ど

の美
び

意
い

識
しき

（格
かっ

好
こう

よいこと）。服
ふく

装
そう

やしぐさが洗
せん

練
れん

されていることを指
さ

す（→p.240）。漢
かん

字
じ

で「意
い

気
き

」や「粋
いき

」と書
か

く。

うわー、
今
き ょ う

日は
なにを
食
た

べよう
かなあ。

食
た

べる～
ファストフードが大

だい

人
にん

気
き

参
さん

勤
きん

交
こう

代
たい

（→p.19）や出
で

かせぎなどで、
女
じょ

性
せい

より男
だん

性
せい

が多
おお

かった江
え

戸
ど

では、現
げん

在
ざい

のファストフードのような屋
や

台
たい

や、
振
ふ

り売
う

り（棒
ぼ

手
て

振
ふ

り→p.50）が数
かず

多
おお

くあ
った。七

しち

輪
りん

（コンロ）のふきゅうにより、
温
あたた

かい食
た

べものを出
だ

すことができた。

住
す

む～人
ひと

々
びと

が暮
く

らした裏
うら

長
なが

屋
や

武
ぶ

士
し

や裕
ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

以
い

外
がい

の人
ひと

々
びと

は、「裏
うら

長
なが

屋
や

」という、
今
いま

のアパートのような借
しゃく

家
や

で生
せい

活
かつ

した。間
ま

取
ど

りは
通
つう

常
じょう

、台
だい

所
どころ

（土
ど

間
ま

）と4畳
じょう

半
はん

の部
へ

屋
や

１つだった。

着
き

る～江
え

戸
ど

の流
りゅう

行
こう

生
せい

活
かつ

が豊
ゆた

かになると、上
かみ

方
がた

のまねではない流
りゅう

行
こう

が生
う

まれた。江
え

戸
ど

ならではの格
かっ

好
こう

のよさは、「いき」とい
う言

こと

葉
ば

で表
あらわ

される。江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

によってたびたび質
しっ

素
そ

倹
けん

約
やく

令
れい

が出
で

たので、目
め

立
だ

たないところにお金
かね

をかけ
るようになった。

食
た

べもの 値
ね

段
だん

そば・うどん（1ぱい） 16文
もん

にぎりずし（1かん） 4～8文
もん

団
だん

子
ご

（1本
ぽん

4つ刺
さ

し） 4文
もん

冷
ひや

水
みず

（砂
さ

糖
とう

・白
しら

玉
たま

入
い

り） 4文
もん

甘
あま

酒
ざけ

（1椀
わん

） 8文
もん

平
へい

均
きん

的
てき

な「9尺
しゃく

2
ふた

間
ま

」（3坪
つぼ

）の部
へ

屋
や

2間
けん

（3.6ｍ）

９
尺し
ゃ
く（

２
・
７
ｍ
）

井
い

戸
ど

下
げ

水
すい

1軒
けん

1軒
けん

へっつい（かまど） つづら（衣
い

裳
しょう

ケース）

土
ど

間
ま

茶ち
ゃ

だ
ん
す

流
なが

し

水
みず

おけ

火
ひ

ばち
あんどん

布
ふ

団
とん

井
い

戸
ど

ごみ捨
す

て場
ば 下

げ

水
すい

トイレ

せまくて不
ふ

便
べん

かもしれないけど、
楽
たの

しそうだね。

着
き

物
もの

のもようは
時
じ

代
だい

によって
変
へん

化
か

しました。

地味に

なるけ
ど……

表
おもて

通
どお

り

表
おもて

通
どお

り

下
げ

水
すい

トイレ

井
い

戸
ど

●子
こ

どもの着
き

物
もの

子
こ

どもたちの着
き

物
もの

は、
おとなの流

りゅう

行
こう

と同
おな

じ
だった。子

こ

どもは年
ねん

齢
れい

によって髪
かみ

型
がた

が変
か

わった。３歳
さい

までは
男
だん

女
じょ

とも丸
まる

坊
ぼう

主
ず

。そ
の後

ご

は男
だん

女
じょ

別
べつ

々
べつ

の形
かたち

に髪
かみ

を結
ゆ

った。

●江
え

戸
ど

後
こう

期
き

（化
か

政
せい

文
ぶん

化
か

）のころ
天
てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

（→p.65）前
ぜん

後
ご

には江
え

戸
ど

独
どく

特
とく

の格
こう

子
し

やしまなどの小
ちい

さなもようや、表
おもて

は無
む

地
じ

で裏
うら

にもようを入
い

れたものがおしゃれとされた。

●江
え

戸
ど

初
しょ

期
き

　（元
げん

禄
ろく

文
ぶん

化
か

のころ）
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の着
き

物
もの

は、袖
そで

口
ぐち

が小
ちい

さい
「小

こ

袖
そで

」が主
しゅ

流
りゅう

だった。元
げん

禄
ろく

期
き

は上
かみ

方
がた

のもようの見
み

本
ほん

帳
ちょう

が多
おお

くでき、植
しょく

物
ぶつ

や動
どう

物
ぶつ

など、大
おお

がらで華
はな

やかなもよ
うが全

ぜん

体
たい

にえがかれていた。

●江
え

戸
ど

中
ちゅう

期
き

　（寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

のころ）
幕
ばく

府
ふ

の質
しっ

素
そ

倹
けん

約
やく

令
れい

などで（→p.64）、も
ようが地

じ

味
み

になった。しぶい色
いろ

味
み

で、
すそにもようのあるものが人

にん

気
き

だった。
帯
おび

や小
こ

物
もの

には、お金
かね

をかけた。

木
も

綿
めん

の広
ひろ

がり
木
も

綿
めん

は染
そ

めなどの加
か

工
こう

が
簡
かん

単
たん

で、 耐
たい

久
きゅう

性
せい

、 吸
きゅう

湿
しつ

性
せい

、保
ほ

温
おん

性
せい

に優
すぐ

れていた。
木
も

綿
めん

のふきゅうによって
もようの流

りゅう

行
こう

が生
う

まれ、
町
ちょう

人
にん

たちは、絹
きぬ

よりも木
も

綿
めん

の着
き

物
もの

を好
この

んだ。

現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

橋
ばし

二
に

、三
さん

丁
ちょう

目
め

のようすをえがいた≪東
とう

都
と

本
ほん

町
ちょう

弐
に

丁
ちょう

目
め

ノ景
けい

≫。
江
え

戸
ど

らしい小
ちい

さなもようの入
はい

った木
も

綿
めん

の着
き

物
もの

を着
き

た女
じょ

性
せい

の後
うし

ろ、画
が

面
めん

右
みぎ

には、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

の戯
ぎ

作
さく

者
しゃ

（→p.59）の式
しき

亭
てい

三
さん

馬
ば

が開
ひら

いていた、おし
ろいが取

と

れない化
け

粧
しょう

水
すい

「江
え

戸
ど

の水
みず

」の看
かん

板
ばん

が見
み

える。

＊19世
せい

紀
き

前
ぜん

半
はん

の値
ね

段
だん

を記
しる

しています。

5352


